
⼤阪府南部の和泉⼭脈の地層は「和泉層群」と呼ばれ、⽩亜紀後期（約7000万年前のマーストリヒチ
アン期）に堆積したものである。この地層の北縁にあたる畦⾕泥岩層ではアンモナイト類や⾙類の他にサメの
⻭化⽯が豊富に産出することが知られている。しかし、この地域およびマーストリヒチアン期のサメの⻭について
はあまり研究が進んでおらず、種レベルでの同定は困難である。この報告では、分類群の「⽬（Order）」の
レベルで産出頻度を⽐較するとともに、代表的な種類について紹介する。
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和泉層群は、基盤岩である泉南酸性岩類を
不整合に覆い、基底礫岩層に始まり次第に
厚い泥岩層に移⾏する。この部分を北縁相と
⾔う。畦の⾕泥岩層はこの北縁相の⼀部であ
り、化⽯を豊富に産出する。

⾚に塗った部分が畦の⾕泥岩層
★は主要な化⽯産地

サメの⻭化⽯の産出状況
和泉⼭脈の化⽯は、⼀般的に基底礫岩から厚い泥岩層に変わってすぐの部分、つまり厚い泥岩層の最下
部に集中する傾向が⾒られる。サメの⻭も同様である。和泉⼭脈から産出するサメの⻭化⽯は真っ⿊で、⻭
根まで保存されていることが多い。ノジュールにも⼊っているが、通常は⺟岩から直接産出する。⼀般的に泥
岩中に散在するが、稀に狭い範囲に⽐較的密に⼊っていることもある。

産出⽐率

これまでに採集した129本のサメの⻭化⽯について、⽬（Order）レベルでの産出⽐率をまとめたものが以
下の図である。このように、産出するサメの⻭化⽯の⼤半はネズミザメ⽬である。ツノザメ⽬については、化⽯が
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⾮常に⼩さく⾒逃しやすいため、実際の⽐率はもう
少し⾼い可能性があると考えている。カグラザメ⽬は
他の産地同様、とても希少である。

標本数⽬（Order）

116ネズミザメ⽬

9ツノザメ⽬

4カグラザメ⽬
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ここで⽰したように、産出するサメの⻭化⽯のほとんどはネズミザメ⽬に属する。その中には複数の科、属種が
含まれているものと考えるのが妥当である。各標本の計測を⾏うと共に、その特徴を整理し、科レベルでの分
類を進めることが当⾯の⽬標である。
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主要な標本

畦の⾕泥岩層から産出するネズミザメ類の⻭は多様である。⻭冠⾆側⾯の条線の有無や、副咬頭の
形状など、その特徴も様々である。それに加えてこのタイプのサメ類は⻭列のどの部位のものかによって形
状が⼤きく変化する。⻄本・両⾓(1979)は、条線のあるものをScapanorynchus、Plicatolamna、
条線の無いものをOdontaspis(?)として報告したが、その後はあまり研究が進んでいない。 私⾒である
が、産出するネズミザメ類の⼤半はCarchariasと考えている。

カグラザメ⽬

ツノザメ⽬

３科3属を確認している。Chlamydoselachus（クラミドセラカス）は３本の咬頭を持つラブカの仲間
である。現⽣種に⽐べて⼤型である。Notidanodon（ノチダノドン）は、中央付近の咬頭が最⼤にな
るタイプ。Hexanchus（ヘキサンカス）は鋸⻭を持つ第1咬頭が最⼤で、遠⼼⽅向に向かって咬頭が
⼩さくなる。

Chlamydoselachus sp. Notidanodon sp. Hexanchus sp.

切縁に不規則な鋸⻭を持つタイプと、持たないタイプが⾒つかる。ここでは属名をProtosqualusとしたが、
和泉⼭脈から産出するツノザメ類についての正式な報告は無い。更なる検討が必要である。この種はと
ても⼩さく、採集時に⾒落としやすい。また⻭冠表⾯のエナメロイドが薄く剥がれやすい。

Protosqualus sp.
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スケールバーは５ｍｍいずれも現時点では
未定種としておく


